




















平成 13 年 7 月 9 日~8 月 9 日
2.研究対象
平成 13 年 7 月 9 日~8 月 9 日の聞に救急 1 C Uに入院となり、電話連絡についての承諾
を得た 13名の患者の家族(表1参照)
3.方法

















































1) Nancy. C. Mol ter 重症患者家族のニード ー記述的研究ー，看護技術，







3) Nancy. C. Mol ter 重症患者家族のニード ー記述的研究ー，看護技術，
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電話連絡時の具体例
血圧
①~代で落ち着かれています。
表2
ci 体の向きを換えたり、少しの刺激で下がるこ
とがありますが、すぐに安定されます。
③少し高くなってきたので、血圧を下げる薬を
使用し始め、~代で安定されています。
④少し低くなってきたので、血圧を上げる薬を
使用し始め、~代で安定されています。
表 3 家族の意見
，:¥..(煮議録史説明で患者様の状態がわかりましたか
1.医師には聞きづらいが、電話では話しやすい。
2.丁寧な説明が有り難かった。 官民
3 看護婦の説明によっては大丈夫かなと思った~
4.状態がよくても悪くても分かりやすい言葉で説明をしてほしい。
B1聞きたいことが聞けましたか
かわからず
ヒかったですか
1.聞き忘れたことが聞けてよかった。
2.面会後の状態がわかつてよかった。
3.不安の軽減になった。
4.面会後によく立ったことが聞けてうれしい。
5.明日の面会に希望と明るさが生じた。
6. これからも続けてもらいたい。
看護婦の意見
電話連絡をしていて負担と感じたこと
1.患者さんの状態が惑いと吉説明しづらい。
2.治るのか、今後どうなるのか、悪〈在っているのかなどの質問
に対する答えに迷う。
3.緊張した。
表4
B.i電話連絡をしてよかったこと
11.家族から感謝の言葉が聞けたと吉うれしかった。
，2.電話をするのは緊張したが、家族にとってはプラスであったと思う
3 日々の面会の中でも積極的に家族と話をしようと心掛けるように
なった。
重症患者家族ニード上位 10項目モルター表5
1.希望があると感じること
2.病院職員が患者を気にかけていると感じること
3.患者の近くに待合室があること
4.患者の状態の変化について家に電話してもらえること
母
一
母
一
弟
一
母
一
夫
…
母
一
父
一
子
一
子
…
…
↑
い
」
」
い
い
11
一
一
一
一
一
一
E
戸高一
E
一E
一
E
一
四
回
…
回
一
回
一
回
一
回
一
回
…
回
一
回
表
一
龍
川
一
川
…
1
…
1
2
3
…
4
一
6
7
…
8
…
日
…
却
一
辺
賢
一
龍
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
?
L
I
L
i
-
-
~
ι
い
h
J
|
下
i
l
i
γ
ト
11ILi--
者
一
一
一
一
一
一
一
一
…
…
…
患
一
J
一
一
血
一
…
一
一
一
症
一
一
一
一
し
噂
一
守
二
出
一
傷
一
折
一
傷
一
全
一
傷
一
脳
一
傷
傷
一
一
t
一
説
…
桝
一
噌
一
下
外
一
骨
一
外
…
不
任
後
一
外
開
…
炎
…
献
配
一
畑
一
一
封
一
一
時
一
浦
雄
一
一
四
一
暢
班
一
一
昨
…
潤
一
開
…
勝
一
腹
幽
色
一
一
ノ
征
、
一
一
…
一
円
町
一
千
ふ
|
十
一
lir--↑1
1
1
1
1
…i
L
l
i
i
!
r
L
i
r
-
十
ん
一
捌
一
女
一
女
一
女
王
一
女
一
女
…
男
一
男
…
女
…
男
一
男
一
男
…
男
-
-
M
山
一
一
一
一
千
一
一
一
罰
十
一
一
u
i引
刊
日
円
一
仁
引
い
い
，
6
…ーし
)
i
じ
ー
一
l
一6
3
7
2
M
l
一
7
一
7
咋
L
i
r
-
-
l
i
一!ijl品
Bili-tfir-
E
一F
一G…
H
E
J一v
L
L
M
5.予後を知ること
6.質問に正直に答えてもらうこと
7岡患者の経過に関する事実在知ること
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8. 1日1}支は患者についての情報を受けること
理解できることばで説明してもらうこと
しばしば患者に面会できること
9. 
10. 
篭"""塑艶盟
